
停 年 を 控 え た OB‐

OG諸 君 ヘ

0期  田村 昭夫

公的年金制度を、現行の「世代間扶養型」か

ら「積立型」に大至急変更すべきである。即ち、

各自が現役時代に積み立てた金額の支給を受け

取れιま 年金終了である。

但し、これは民間の生産企業に勤務した者だ

けであり、非生産的企業や公務員に適用する訳

にはいかない。我々の血税で雇っている公務員

は日給制とし、ボーナス、退職金、年金なども

っての外。公務員は使い捨てにする為に存在す

る。彼等の老後の面倒をみる義務など我々納税

者にはない。公僕とは、納税者に雇われた奴隷

の意味である。

私は、ある民間会社の元月給取りである。現

役時代に私と会社で積み立てた厚生年金が切れ

たら、その後の年金は辞退するつもりでいる。

「働かざる者、食うべからず」と云うではな

い力、 自然の生き物を見倣うべきである。餌を

とれなくなれば死ぬしかない。病院では何の義

理で、死ぬしかない老人を生かすの力、 病院で

負担する全て力ヽ 生産年齢にある若

い人達に依ることは自明である。

そこ0こダご況 の道力現吹てくる。

若者達に夢と希望を与え、彼等に未

来を託して、私達老人は残された日

を々自力で生き抜いて、鮮やかな光

亡を放ちつつ、この世を逝こうでは

ない力、

譜

めっきり涼しくなりました。雪便

りの恋しい昨今です。是非ヽ野沢の

スキー合宿を盛大にやろうではあり

ません力、

私は毎日、朝からヮインを飲みながら超弦理

論を考えています。これが出来ればノーベル賞

間違いなし。今、シュレディンガーの波動方程

式を検討中です。

シュレディンガーは物質の極限が素粒子であ

ることを前提とした為に、あの様な方程式を立

てなくてはならなかったのです。私ことフイン

シュタイン馬鹿士は物質の極限は越弦とした為

に自分でもがき苦しんでいます。夏、お渡しし

ました5枚目の論文に少しだけ追加しましたの

で、それをお送りします。

「ネイチャー」からはまだ何の連絡もありま

せん。一足先に「やまざと」であの英文論文を

発表いただければ幸甚です。皆さんの意見をお

聞きしたいのです。 敬具

帥

ネイチャーに投稿した論文は、残念ながら掲

載を拒否されました。

新しいパラダイムを作る者は、当初はこの様

な仕打ちを受けるのが喘です。私の理論はワン

グル諸君には受け入れられるものと信じて疑い

ません。

衆 日  サ隆 /夕′′・タ

田村 昭夫
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0期 田村 昭夫

二月末に、会津高校の修学旅行で京都へ行っ

てきた。参加者l鑽 人、先生は―Aである。

o蘇観解呵昧 の我々の高校時代は修学旅行

がなかった。 1年下の学年から復活した。)

修学旅行参加者の顔触れを見ると、所謂学校

秀才は見当たらなかった。学業とクラブ活動を

それなりにバランスをとっていた連中ばかりで

ある。

秀才達はどうしたのか。私なりに考えてみた。

到達した結論は

「秀才達は燃え尽きた」

のである。高校時代は勉強に、社会に出てから

は企業戦士として。力尽きた被等の冥福を祈ら

ずにはいられない。臨 人生のレースはこれ

で終わった訳ではない。秀才諸君の再度の奮起

を促すものである。

私達は幕末の京都で死Lた′だ会津藩士の墓参り

もした。会津藩墓地のある黒谷光明寺では、京

都会津会の方々の思わぬ出迎えを受けた。

その中のお一メ、は右京生活を守る会会長とし

て活躍されている由。示都守護職は今も健在で

ある。世界の幕末とも言うべき現在k私達会津

人は、堕落腐敗した鼈長製のこの国を見限り、

世界に日を向ける。先輩達の墓前に穏突き、各

々誓いを立てた。

昭和

“

年放映のNHK大河 ドラマ「獅子の時

旬 の会津藩士平沼銑治役菅原文太のテーマ音

楽となった"Our History Again"力くそのFE■ 私

達の耳には聴こえ続けていた。

山 で 命 拾 い こ ′ ′ こ 話

199047月末、私は飯豊山頂をめざして草付

きの種蒔山の尾根を,人歩いていたo

青空が急に暗雲に覆わ薇 雹が降ってきたo

雷鳴がとどろき、夕暮の様になった。私はツェ

ル トを被り、嵐の去るのを待った。

網シャツー枚の上半身で寒さに震えていると、

「もしもし、ここでは危険です。切合小屋まで

下がった方がいいですよ。」

と声をかけた人がいた。ツェルトのチャックを

外して見ると、山頂から下ってきたらしい完全

武装の中年女性だった。

「有り難うございます。しばらくすれば止むで

しょうから」

と答えた力ヽ 彼女はしきりに下山を勧めた。そ

れでも私が云うことをきかないので、、仕方な

く「気をつけて下さい」と云って下っていった。

やかて嵐が上んだようなので、私はツェル ト

を被ったまま、ゆっくりと立ち上がった。と、

突然稲光と同時に雷鳴力颯 き、私は大地に叩き

つけられた。

それでも私は生きていた。奇跡としか思えな

い。嵐は去り、青空が戻り始めた。稜線には私

―・メψ Lヽ然と立ち尽くしていた。

先刻は 性 1馬住だったのだろう。観音様だっ

たの力＼ マリヤ様だったのか。

私 案 ゴヒ陶 Iヽ・I―

北陸地方の大学はナH立→狡で十分である。国

立や私立大学はもはや不要である。

北陸州立大学の本部を金沢に置き、医学書k
文鵠 k理学部は金沢大が引き継ぐ。薬瓢

経済学部は富山大が継ぐ。工学書ゝ 法学部を福

井大が継 ぐ。教育学部は各県立とする。各地域

の伝統と特色を生かすと、この様な配分になる

と思うが如何なもの力、

現在進行中である角間地区への工学部、薬学

部の移転を中止して、前者を
―

後者を富

山べ移す。北陸先端技術大調院大学は現在の辰

口で国立のままで良い。

又、学生の数は婁在の半分で良い。そして、

社会人を受け入れる開かれた大学にする。大学

人は角間に籠もらず、香株坊に出没すべし。

少子化がさらに進み、生涯教育が叫ばれる昨

今、教育改革は急がねばなるまい。古来金沢は
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人 卜の書府として広く世間に知られてきた。日

本の教育改革は金沢から起きて当然である。

以上が私案である力ヽ これをI口き台として、

議論の輪が広がれば幸甚である。

ゴヒα)者БσD月興い ■日

紺 清 君  (6期 OB)

0期 田村 昭夫

「何時迄大学に居るつもりや !早う卒業せん

かいま !」

と彼に叱られたのは、私が大学 8年生の時だっ

た。

何と力V」瑯 の専門課程進学が叶った秋、下

山君の下宿で飲んで騒いでいた私には、こたえ

る一言だった。

その場で、彼と一緒に卒業することを約束さ

せられた。もっとも、あと2年半の在籍しか許

されない崖っ淵に立つ私としては、彼に云われ

るまでもなく、背水の障を敷いていたのだ力ヽ

率直な彼の言葉を有り難く受けた。

他の諸君も、多分彼と同じ思いだったのであ

ろう。先輩である私に気を使って、日にしなか

っただけに過ぎない。

そス′な紺清君は、非常に勘の鋭い、早熟な男

だった。繊細な神経を持っていた彼は、太宰治

の熟亡ヽな愛読者でもあった。また、ニーチェを

崇拝していて、「ッァラストラはかく語りき」

をドイッ語で読みこなす努力家でもあった。

彼の卒論は、教育学部の学生らしからぬもの

だった。テーマは「愛とは何か」であり、結論

|ま唯一̂4予「愛とは修行進国。

小学校の教諭となってからは「ママゴンとの

規 麹 に疲れて、休職した時期もあった。子供

の教育を母親に任せて、小銭稼ぎに専念する父

親にも怒りをぶつけていた。多分、現在の教育

の荒廃を彼は予知していたのだろう。

短い岸涯だった力ヽ 彼の残してくれたものは

大きい。

*1 彼の人柄を現す側面

結婚式の時、花婿の彼力ヽ 花嫁の肩を借りて

酔っぱらって入場してきた。テレ屋の彼のこと

だから、酒の力を借りなけれ′ば晴れがましい場

に出れなかったのであろう。

共通した一面を持つ私には良くわかる。

*2 天国からの紺清君の声

ワンゲルOB会何しとるがいや !舟田にもっ

と協力せんかいや !しっかりせんかいや |ダラ

α岨 よりOB、 OG会員へ
)

会費未納に音信不通のOB・ OG会員は、左

手の」寸1癖;2関節をツメて、舟田事務隷

送付すべし。期限 5月末日。

儒緒注 ;編集時点で期限切れです。

該当する方、よかったですね |)

背 く も の   園 げ 69。 1)

金沢市立牧山小学校

6期 紺清 敬一

「 8時からテレビを見た。ふるさとの歌まつ

りだ。それも、ぼくたちが今‐翻謁蛯 持って

ている沖縄からだ。踊っている。歌っている。

でも、歌は何を言っているの力、 さっばりわか

らない。きっと琉球語なんだろう。しかし、踊

りはじょうずだ。きれいなねえちゃん。ほんと

|こ美人ばかりだった。みんな賑やかに楽しんで

いる。

でもこの賑やかさの裏で、心はいつもB52等

の怖さでいっぱいなんだろう。そう思うと、あ

まりいい気持ちでテレビを見ていられない。で

も、テレビを見る限り、沖縄の人達は楽しそう

だった。テレビで中継しているんだし、司会の

官田輝もおもしろいことを言う。それで観客は

大いに笑い、賑やかなのだ。

沖縄から早 く返事が来ないかなあ。今頃書い
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ているのかなあ。ぼくらも手紙を出すまで大部    ぁの時初めてはく達は働く喜びを知った。終
かかったから、あまり急がすことはできない力ヽ   ゎった時のあの清々しい何とも言えない気持ち。
返事が楽しみだ。無事に向こうに着いたのか心   働 くということは最高のことだ。ぼくら百姓は

配だな。そういうことは多分ないだろう。     稲を作る。ものを作るということは最高だ。人
テレビを見た後、ぼくは年賀状を書き始めた。  間は倉1造することが大切なのだ。壊すことは軽

い力ヽ 作るということはたいへん困難なことだ。「おめでとう。今年もよろしく。」「謹賀新年」

「賀正」などいろいろ文句を書いている。でも、  そしてそれよりはるか上のもの、人間を作ると

本当にめでたいから、本当に心から相手に愛を   ぃぅところまでいかなければいけないのだ。

向けて書いているのだろうか。           それからこういうこともあった。あの頃のぼ

ぼくが見ている限りでは、そうではないよう   く達の頭の中は「 自由とは、自分の好きなこと
に見えた。ただ、相手が私の所に出してくれる   をやることだ」と思っていた。そしてぼく達は
から、出さないと相手が変な気持ちになるから、   そのことを先生に要求した。ぼく達の先生は変
仕方無しに出すように思えた。そんな年賀状は   ゎり者だから、ちょっと考えていた力、 ぼく達

こんな不誠実な書き方   に自由な日を一曰くれたのだ。ぼく達はそれぞ
カソコばかりでだめだ。

に、ぼくは少し腹が立ってきた。ぼくの所の姉   れ学校で自分勝手に行動した。勉け る者、寝
ちゃんは、その点、最高も最高、最低だ。自分   る者、スキーに行く者。だが二時間t三時間と
で書いて出すものを、かあちゃんに書いてもら   たっぅちにだんだん飽きてき 。結局全然おも
っている。ぼくは頭ヘカッカと来て、はがきを   しろくない一日だった。あの一日のぼく達のだ

引き取って、「いやいや書いて、その上 かあ   らしなさ。まるで死んでいるような生活を送っ
ちゃんに書いてもらっているくらいの年賀状な   た_日。ぼく達はそこで初めて新しい一つのこ

引き裂いた。        とを発見した。自由とはそんな生易しいものでら書くな。」と言って、

いやいや書くのだったら書く必要はないんだ。  はない。もっと深い論 ヽ 自由の中にはある
だけど、いったいこんなこと、誰が決めたんだ   のだということ力、

こんなことをしながらもぼく達の生活は、そろう。」

の頃いきいきとしていたようだった。いつも苦
この文章は、私のクラスの6年生の奥野止H召   しみにぶちあたり、それを乗り越えていった.

力■2月 26日 の生活ノートに書いたものである。   大きい山、小さい山を越える。人間の一生は山
この後彼は、私に次のような年費状をくれた。   登りをしているのと同じだ。そして、先生のい

あの狭い紙面に、虫眼鏡で読まなければならな   ぅ凱 漁 誠実がいつも頭の中にあった。

しり詰まっていた。     それ力ヽ 6年生になると、複式になったため、いような小さな字がぎっ

。ぼくにとってはあま   5年生がぼく達の新しい仲間になった。それか「おめでとうございます

りおめでたくありません力ヽ 先生と知り合って   ら少しずつつぼく達はボロが出始めた。全く班

どれだけ追求しようがへからは、 4年生までの生活とガラリと変わって、  に協力しないヨッチ。

先生流、いや紺清流の方法で生活を始めた。田   ッチャラ。毎日毎日骸 ■ 忘れ物のオンパレー

んぼをちらりと見ただけでも思い出すことがい   ドだ。のろまで、―
へ呼びに行ってもなか

なか出てこない。みんなで背中を押しながら学っぱいある。

巨大な雪の芸術。長さ50m、 高さ15mのスフ  校へ連れてくる。どれだけ皆と一緒に遊ぼうと

班員が交替でヨッチの家ィンクス。日のあかぬような吹雪の日でも、寒   言っても一人でいる。

、次の日行くと、部屋はさに震え、手を痺れさせてながら、絶え間なく   へ毎日掃除に行っても

作った白い神。体育の時間や図工の時間、放課   またバタバタ。とにかくやる気がないんだから。

後と、ιまく達はスコップと一輪車の奴隷となっ   刑務所へ行ってもいいと言うんだから。「真理

なんかいらん。ぼくなんかどうなってもいいもた。ついに完成 !
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ん」だから、誉めても怒っても叩いても、なん

なダメ。 4月 から7月 までの鳳 ぼく連の生活

ノー トはヨッチ、ヨッチでギッシリ。家の人は

「ウチのダラ」といって全く関心なし。先生も

ホールドアップでノイローゼ。ぼくらもノイロ

ーゼ。先生は一度物凄いのに叩いたけれど、ワ

ーンと泣くだけで一時間もたつとケロリ。先生

は、人を叩いて言うことをきかすことはできな

い、ダメだということがわかった。そしてつい

に先生l憂剣断した。今はルンペンだ。先生も|ま

く達も、これがヨッチンを良くする最後の方法

だと思ったのだ。

それからもう4ケ月が過ぎた。以前として班

に入ろうとしない。先生は時 「々おまえ、そろ

そろ班へ入れてもろたらどうや。」と言う力ヽ

「どうせみんな入れてくれんやろ。」で終わっ

てしまう。今は広い体育館を,人で掃除してい

る。先生はぼく達に「どんなにヨッチを見てイ

ライラして、何か言いたくなってもグッと我慢

しろ。つらいだろう力ヽ 見ていられないみんな

の気持ちはよくわかる力ヽ そうしないといつま

でたってもヨッチは、協力の素晴らしさがわか

らないんだ。かまうな。怒るな。もうしばらく

下人でじっと考えさせてやれ 」と言う。初め

はぼく達も辛かったが今は慣れてきた。時々物

凄く憎らしくなることがある力ヽ そんな時、先

生は「 ヨッチはおまえらの鏡だ。宝だ。」と言

う。ヨッチを憎らしく思う心が起こった時、自

分の心から動 肖ヾえていくからだ。一人でも嫌

いな人鷹いて きたら、婁理里ははるか向こうへ去

って行 く。それで、三学期こそヨッチが班に入

ってくれることをぼく達も先生も願っている。

こんなふうにして、ぼく達は段 変々わってき

た。二学期は説教の連続だった力ヽ そのたびに

ぼく達は先生からいろいろと大事な事を盗んで

きた。

だ力ヽ これくらいではまだまだダメだ。森本

中学を引っ張っていく力なんかつくはずがない。

反対に弓lっ 張られる。卒業まで日は短い。一日

一日をぎりぎりいっぱい生きていかなかったら

「ああもう牢響家、 」というふうになってしま

う。だからこの冬休みの間いっぱいエネルギー
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をためておくぞ。そして三学期はエネルギーの

あるだけを出して考える。中学に行ったらすご

い奴がうじゃうじゃいるからな。ボサーッとし

ておれんぞ。ぼく達は森本中学を引っ張ること

で満足しない。宇宙の支配者になるんだ。その

第一歩として森本中学だ。三学期はもう目の前

だ。のんきにしていられないぞ。忙しく、厳し

いんだ。たるんだ根性でいるなよ。と、いつも

自分に問い掛けることが大切だ。自分との対決

であり、21人 との対決洩 そして先生との対決

だ。いつもギラリとした目で瓶

最後にう超払 あまり酒飲むなよ。自分だけの

体でない。みんなの体、世界の体であることが

わかっているのなら、ちょっと手加減しなきゃ

男がすたるぞ。十二指腸が泣くよ。今度休んだ

ら承知しないぞ。バイバイ。またね。一月′ヽ日

に久し振りに会おう。元気でれ

金沢市不室町 卜110奥野正昭(ふじみな男)」

虫眼鏡片手にこの年賀状を、ある意味では喜

び、ある意味では「ああまだまだやな。」と思

いながら読んでいるうち「森中を引っ張る」と

いう所に引っ掛かった。

それで今日は一時情kこ のことについて話し

てみた。「おまえ達はすぐに森本中学を引っ張

っていくと言う。それは、先生の心の中にもそ

んな意識があるから言うんだろう。しかしだ。

おまえ達が一番可愛いのは誰洩 」「ユン子、

どうだ。」「 ちょっと考えさして下さい。」

「よし考えろ。」―‐しばらくたつと皆ポソボソ

と「やっばり自男渤‐番可愛いな。」「そうだ

ろう。自分が一番可愛いんだ。協力、協力、団

結、団結と言って、それが最高のものだと自分

に思い込ませ、他人に要求する。一もう一つ、

おまえ達はそんなら可愛いと思う自分を信じと

る力、 」即座にユン子が手を上げ「信じていま

せん。いえ、信じられません。」「それは何で

やろうなあ.」 その時、勝一が「先生、ぼくは

自分が可愛いと思わん祇 よくわからんけど。」

「うんそう力、 それもよかろう。そんなら今日

家でゆっくり考えてこい。」「自分が可愛い。

自分を信じていない。そんな悪人であるおまえ



達力ヽ どうして森中を引っ張っていけるんだ。   した時にはまた何か探さなアカンやない力、

そうでない力、 いやまた新年早々弱ったことに   「為」にする生活はダメなんだ。今ここに生き

なったな。これが三学期の勉強の中心だ。みん  てぃることが生き甲斐である生き方、苦しいか

。どれだけ金   らこそ生きられる。苦しみが生き甲斐である生な本当の人間になりたいんだろう

儲けして好きな物を買っても、好きな所へ行っ  活をせなアカンのだ。スフィンクスを作った時

ても、たとえ総理大臣になっても、それでよし  のことを思い出してみろ。あれは、でっかいス

と言えん自分をもうみんなは知っているからな。  フィンクスを作って皆に劇 長るのが目的ではな

そう言う先生も、自分が‐番可愛いんだ。オレ  かったんだろう。作っている時は、先生がなか

はおまえ達によって生かされていると言いなが   なか休ませてくれんの不満もあったし、先生の

ら、愛を見とらんのだ。だからこの三学期はこ   目を盗んでサボル者もいた力ヽ 結局最後には目

のことについてゆっくり‐緒に考えていこう。   もあけられん吹雪の日でも勇んでスコップ担い

もう一つ、一日最低4時間勉強というおまえ達  で行っただろう。苦しいことが喜びであったじ

が決めた目標を忘れるな。」「勉 」「なん   ゃない力、 あれなんだ。これでいいか。」「ま

だ。」「なんでぼくらは、こうすぐボロが出る  ぁ半分くらいは分かるな。」「三分の二わかる

んやろな。こんで結構先生に参ったと言わしと  者、半分、三分の一、サッパリ。いろいろいる

るがやけど、最後になるとコッテンパーにやら  だろう力ヽ 大事なことだということが分かれば

れてしまうな。いつかコッテンパーにやっつけ  ぃぃんだ。」という所で今日の一時間は終わっ

てやろうと思って新聞読んで、テレビ見て、か  た。

あちゃんやとうちゃんともゆっくり話して、学

校の勉強も班でとことん教え合いして、家でも   一ヶ月程前のある日、私は学校で読み切れな

鉢巻きじめて頑張っとって最後はホール ドアッ  かった生活ノートを10冊ばかり家で読んで赤ペ

プ。ぼくらもうわからんがになってきたじゃ。」 ンを入れていた。12時頃それも終わり、少し頭
それはな。構えるからだ。ハダカにならんから  が冴えてきたので、西谷啓治さんの「ニヒリズ

だ。おまえ達の言葉で言えιま イイカソコしよ   ム」を時間を忘れて読んでいた。

うとするからだ。ぼくも結構いいこと言うし、    ハッと気が付いてみると朝の6時。慌てて布

少しはましな人間やと思うからだ。そんなもの  団の中に入って寝た。さあ、 7時になってかあ

をパッと捨てるんだ。そこで初めて本当の勉強   ちゃんが起こす力ヽ 可勒軸 としていて、起こ

が 可かわかってくるんだ。多分おまえ達は中学、  されていると気付くまで∞分ほどかかったらし

高校と進むうちに、紺清は真理やら愛やら誠実   ぃ。かぁちゃんはうるさく「あんたの命が学校

やら変なこと言うとったわいと思い出すことが   で待っとるぞ。行かんつもりか。愛はどうでも

あるやろう。真理は在る。真理を実現する課題   ぃぃがヵ、 」と皮肉まじりにいろいろ私の存在
として愛が在り、実現する自己の態度として議   を脅かしてくる力ヽ 私は「いいがじゃ。報 な

丸 ようするに、みんな流で言う、ギリギリい  んかどうでもいい。とにかく寝さしてくれ 真
っぱい生きるということが出てくるわけで、こ   理も何もいらん。寝さしてくれ 」と意識朦朧
の二つはどこどこまでも深い意味があり、それ  とした中でとにかく言い続ける。布団がまくら
は皆がどれだけ逃げても追っかけてくるんだ。   れる。また引っ張る。しまいにはベッドから落

もう知ってしまったからと言っとった。そんな  とされる。それでも行く気が起こらない。ただ

ことわかるかい。気違いでない力＼ と思う時も  眠りたいっ帆

あるだろう。それが人間なんだ。精神病院へ行   どぅにかこうにか目を開けたのが 8時。飯も

った方がいいんじゃない力、 それはそれで生き  食わず、いやいや学校へ。1勝縦骸Lそ して皆
ていける。何かのな 例えば大学へ入る為と力＼  に背いたこんな私を差宅の子供達に告白した。

社長になる為に生きとるとしたら、それが実現  2名 は口を揃えて言った。「学校へ来たんやさ
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かいカンニンしてやる。」

何故、いつも命だと思っている者にさえ私は

背くの力、 それは「愛がなければ弱る。」とい

う所に私が立っているからなのだと最近判り出

した。私が愛によって生きること、私が生きよ

うとしていること、私の救いだけが問題になっ

ている。

この態度自体がエゴイズム、我執なのである。

我執そのものが人間なんだという形にならない

で、我執を捨てることで人間になろうとしてい

る私がいる。「愛がなければ弱る。」という事

と、「愛を探す」という態度は少しずれている

ような気がする。

「愛を探す」という態度即、これが生きると

いう事であり、ここにこそ、苦しいからこそ生

きていけるとい態度が生まれてくる。「愛がな

ければ弱る。」という意識で立っていると、苦

しみこそ生であるという形なしに、行きつく所

そこで立てない自己を知っている故に、なけれ

ば死んでやるぞという傲慢さになって表れてく

る。だから、そういう態度を純粋に見なければ

駄目な訳だ。愛に目覚める事(即ち、我執その

ものをよく見れる所から、子供達0こ対する責任

をとる態度が決まってくる。

しかし、ここで責任をとるという事は、自分

がどうかするという意味での責任のとり方であ

り、それは私にとってどうにもできない事であ

る事を知った上で言っている訳で、それにもか

かわらず、その事態そのものを責任をとれると

して見ている私がいる。この事自体、全く許さ

れざる事なのである。

それ故、この事が開かれ解かれていく道|よ

この傲慢さをもう一度t純粋に見ることでしか

開かれてこない。意識が人間を見た場合、人間

噛醜い。 しかし人間は、醜いと言いながらその

醜さを内で見ず、まだ外で見ていて、醜さその

ものになっていない。醜さそのものになった時、

その時初めて、愛を求める意外にないという態

度、愛を求めるといういう事が私の生きる事だ

という建壊勢端 てくる。

しかし、それは、現在の私がこの事実そのも

のを純粋に見ていないからだ。だから前にも書

いたように、頭か なかったら死んでやるという

傲慢な態度になって表れてくる。子供達に対し

て責任をとれない私力ヽ 責任をとったような顔

をしてのうのうとしている傲慢さ。これは罪以

外の何ものであろう力、私にとっては私力ヽ や

はリー番可愛い。

そんな意識を抱えた上での教育。常に背かな

い子供達に向かって、私は背く。この事が本当

に私に響いてきた時、初めて私はただ頭が下が

るだけである。この事を踏まえずにいると、私

の教師という仕ま かけがえのない命の創造者

としての私が生きてこず、子供達も生きてこな

いのである。さらに言え|よ この背かない子供

達に甘えている私。 ここでもまた、私自身の背

きがある。以上述べたごとく、あくまでも、私

の意識はつまる所、子供達を覚醒させる事がで

きず、経済、政治の中で滅んでいく。

結局、私と子供達を結びつけているものは何

なのか。何によって一つになるの力、 この考え

嶺転ずるならば、一つになるのではなしに、も

うすでに一つであるものを見出さなくてはなら

い。これは何故力、 一つに結びつけようとする

ことは既に分裂しているという事が前提になっ

ている。この分裂という基盤の上で一つに結び

つけようとする所に倫理的に根本的矛盾がある。

一つにしようとするのではなしに、既に一つ

であるものに従って生きる。一つであるものの

働 端 の場で明らかにされなければならな

い。

はぐくむことの中に大変な苦悩がある事。こ

の苦悩を堪え、引き受けていく事。自己自身で

この問題を開いていく軋 それが倉1造なのであ

.る。背く者の自覚を通してし力＼ 子供の魂の創

造は生まれてこない。世界の心に響く子供達を

倉1造する事t言いかえれば、愛に目覚める歌

これが私の願いなのである。
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平成10年 (1998年 )1月 3日  (土曜日)

園
閉
回
日
登
頂
１０
年
目

金
沢
市
戸
水
町
の
高
校
教
諭
向
沖
継
さ
ん
盆
こ
、
小
学
校
教
諭
幸
子
さ
ん
■
９
夫
妻
は
二

〔
「
】
〔
議
“
］
華
籠
秦
¨
¨
率
に
一
囀
蒙
」
に
”
嗣
紳
華
型
一嘩
」
宅
製
訳

つ
呻
噸
颯
峰
亦

て
い
る
向
さ
ん
夫
妻
は
百
名
山
完
全
踏
破
へ
大
張
り
切
り
で
あ
る
。

・聾
覇

甲 釉

統
鶉
疵
凸
瑚

鱗
嘔
》

圏

勲
襄
翻
艶

=金 沢 市 戸 水 町

■
１
ヽ

あと「64」 今年は北海道へ

足
跡
を
写
菫

屏
風
〔=

県
バ
ス
グ
ッ
ト
ポ
ー
ル
協
会

理
事
長
を
務
め
る
沖
継
さ
ん
は

十
年
前
、
同
僚
に
誘
ゎ
れ
て
白

山
に
登
っ
て
か
ら
登
Ш
に
興
味

を
覚
え
、
学
生
時
代
、
ワ
ン
ダ

ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
部
だ
っ
た
幸
子

さ
ん
を
誘
い
、
夫
婦
で
の
日
本

百
名
山
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

向
さ
ん
夫
妻
は
毎
年
平
均
し

て
五
、
六
カ
所
の
山
に
登
り
、

昨
年
は
福
島
県
の
安
達
太
良
山

な
ど
九
つ
の
出
け」
登
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
百
名
山
挑
戦

で
、
富
土
山
に
次
ぐ
高
度
を
誇

り
、
沖
継
さ
ん
が
軽
い
高
山
病

に
か
か
っ
た
北
岳
な
ど
、
思
い

出
深
い
山
が
多
く
、
向
さ
ん
夫

妻
は
日
本
百
名
山
挑
戦
の
歴
史

を
残
し
た
い
と
三
年
前
か
ら
、

登
山
し
た
際
の
写
真

を
集
め
、

写
真
屏
風
作
り
も
始
め
た
。

写
真
屏
風

に
は
百
名
山
挑
戦

の
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
白
山

を

は
じ

め
三
十
六
山

の
風

景
が
収

め

つ
れ
、　
一大
婦
登
山
―
写
真

屏
風
」
と
し
て
鞍
月
地
区
や
沖

継
さ
ん
が
勤
め
る
星
稜
高
の
文

化
祭
に
も
展
示
さ
れ
た
。

向
さ
ん
大
妻
は
十
二
年
後
に

百
名
山
を
制
覇
す
る
予
定
で
、

ま

で

夫

婦

で

登

山

を

続

け

た

い
」
と
二
人

三
脚

の
登
山
に
夢

を
広
げ
て
い
る
。

一課
犠
凛た「け轟
鰈
葬

一
終
え
て
も
、
金
婚
式
を
迎
え
る
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銀婚式を終え、ただいま青春真つ最中

13期  向  幸子

昨年 12月 末のある日、主人が唐突に「おい !

新聞記者がインタL―ιこくるぞ」といいます。どう

いう主旨なのかを聞 く問も無 く、取材を受け

て、 1月 3日 の新間に載った記事が別掲のもの

です。後に引けなくなりました。

鹿島槍で銀婚式を祝いました。

主人は高校の体育教師です。結婚当初から

「部活動の熱血先生」で私は「バスケットボール未亡

人」のようでした。

その主人が61年に同僚と白山登山をして感銘

を受けたようです。それから「お母さん山へ行

こう」というようになりました。

家族と甥や姪もいっしょに唐松岳、五竜岳、

自馬岳、西穂高、本曽駒、御嶽などに登りまし

た。

両親や叔父、叔母の年寄 り組といっしょに車

やロープウエイを使える、谷川岳、草津自根山、乗鞍

岳、北八ケ岳に登 りました。

二人で初めて本格的にアイクをつけて春の八ケ

岳、赤岳に登 りました。

奥穂高や南ア″刈ヒ岳を登った年あたりから深

田久弥の「日本百名山」がヤマケイなどの本に

載 り、NHKの 特集で放映されるようになりま

した。

その影響で主人は「 うちは夫婦で百名山を目

指す」というようになりました。

「青春 とは年齢ではない !

目的意識を持って行動しているうちは青春で

ある !

百名山完登をライフワークにしようとしている向夫

婦は青春真っ最中」

ということらしいです。

カナダやスイスで思いきり滑りたい

長女も交えて妙高や志賀高原でよくスキーを

しました。

娘が 3年前、コロラド州立大に留学していた

とき訪問して、飛行機の窓から見えるロッキー

山脈や、広大なコロラドの大地を目の当たりに

し、感動して帰 りました。

いま長女はモントレーの大学院で英語教授法

の勉強をしています。

娘が就職する前に、娘を通訳にして、主人と

もども、カナダやスイスで思いきり滑 りたいと

思っています。

金婚式は百名山のいずれかの頂きで

トレーニングを兼ねて自転車通勤を28年間続

けています。

金婚式は百名山をクリヤーして、その中の一

番印象の良かった山で迎えたいなと考えていま

す。

その時、主人は77歳、私は75歳です。

夫唱婦随。離婚はもちろん、どちらが倒れて

も目的は達成できません。

いつまでも仲良 く、健康夫婦でいたいと思い

ます。
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ナスカとは
NSKは長良川、庄川、九頭竜川の  i

頭文字。ナスカの地上絵のように、次 :
世代に何かを残したいという希望を現 |

した。
●越美南・北線で福井一岐阜間を開

i腱させるという、20世紀の住民が待

ち望んだ「鉄道による地域交流」構想

を引継ぎ、我々の手によって、21世

紀の「ネットワークによるJ地域交流構

想へと発展させよう。
●¬56号線でつながっ・ている愛知と

富山の恋人たちの「遠距離恋愛」を応

援しよう。
●太平洋と日本海とを結ぷ軸を形成

する連携グループとして活動しよう。

○「太平洋と日本海を桜で結ぼう」と

夢見た1日 国鉄バス草掌、故佐藤良二

さんの遺志を継いで、ネットでつなぎ、

そtて心をつなぐという夢を実現しよ

`979_5

ホームページ   ト■,〃mvw nSk Org/

連絡先 上村人史   kami@takasu org

活動について
●合意形成原則

タブーなし、中心なし、全員が対等、
地域外からも議論に参加、ラフコンセン

サス、プロセスからの情報公開
●一般公開型、無料のメーリングリスト

・ 情報交換の場、出会いの場として、
誰でもいつでも参加できるメーリングリ
スト。
・参加/退会はいつでも自由、無料。
・実名で自己紹介された方がメンバー

NSK(ナ スカ)流域ネッ ト

3川流域で、町村を越え、インタ
ーネットで情報交換しながら、地
域の未来を考え、実践していく

グループ

ナスカの地に情報産業を

活動目標
生き生きとした生活ができる広域

コミュニティ、自然や文化を大切に

する産業のある地域作りを目指す
インターネットを活用して、仲間と

意見交換しながら、実験をして確か

めつつ、ビジョンを作り、それを地

域に提案していこう。
0地域の未来は自分で考え、自分で

確かめて選択しよう
。ナスカの地に情報産業を育てよう

メンバーの所属町村

富山県:庄川町

岐阜県:白 川村、高鷲村、
自鳥町、人幡町、

明宝村、美濃市

福井県:美 山町、大野市

アドバイザー
スマートパレージャパン

地域活動の専門の方多数

11丸

自己紹介の後、できるだけ早い機会に

写真をお送り下さい。
メンパーとメー|リ ングリスト参加者はメ

ール機能に関して全く同等です。
●プロジェクト
まずは話し合いから。講演会、セミナ

ー、ミーティングなどを順次企画。
目標実現のための活動はプロジエク

トで。プロジェクト立ち上げのための合

意形成過程にも、目標とするコミュニテ

ィのプロセスで(情報の開示→メンバー

の議論→合意の形成という一連のプロ

セス)。
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写真集第 3集を出 します

15期   上馬 康生

先 日、約 1年半ぶ りに自山へ登つてきました。私にとつては長いブランクでした。

それ とい うのも、平成 9年 2月 に一人で山スキーをはいて白山へ登 り、帰 りに転倒 し

たのが引きがねとなり、腰椎椎間板ヘルニアで入院、手術 とな りました。無理をしな

ければよかつたのですが、退院後の不養生がたたつて、なかなかよくならず、その う

ち頸椎にもヘルニアが見つかり、もうさんざん。約 1年間、仕事もまともに出来ない

状態が続いていました。 しかし今年の 2月 頃から、十分といえないまでも、ようや く

まともに動けるようになり、 5月 の山小屋を皮切 りに、少 しずつ山歩きを再開 してい

ます。

久 しぶ りに高山の空気に触れ、山の生き物に接 してきました。病気になる前までは

何 とも思つていなかつたのですが、普通に歩けるとい うことは本当に幸せなことです。

もう二度 と繰 り返すことのないことを願つて、毎 日簡単な筋肉 トレーニングを続けて

います。皆 さんも腰には十分注意 してください。必要に迫られ本など読んで腰痛につ

いて少 し勉強 しましたので、悩んでおられる方は、たい したことは出来ないと思いま

すが一度ご連絡 ください。

さて、本当なら一年前に出版を予定 していたのですが、遅れて しまつていた写真集

の第 3集がまもなく出来上が ります (7月 上旬予定)。 昨年 2月 に自山へ行つたのも、

実はどうしても厳冬期の山の上の様子を第 3集に載せたく、写真撮影が目的の一つだ

ったのです。 ワンゲル関係者の方々にもたくさん買つていただきましたが、「白山の

四季」、「白山の四季Πブナ林」は、おかげさまで版を重ね、全国の方に自山の自然の

い くらかを知ってもらえたものと思つています。まだの方は、各都道府県立図書館に

贈つてありますので、そこまで足を運んでもらえば見ていただけると思います。今回

の第 3集 「白山高山帯」は、自山の標高 1700mか ら山頂までに至る範囲の自然につ

いてまとめたものです。そこは、ほとんど人の手の入つていない自山でも最も自山ら

しいと言えるところと思います。私が出合つた様々な自然 とそこで感 じたことを一つ

一つの画面で表現 し、それに解説を少 し付けました。雪や地形、植物の他に、空の雲

や太陽の光など、高山ならではの自然を取 り上げたつもりです。書店などで一度手に

取つて見ていただければ幸いです。

出版 といつても、あくまでも私の趣味の範囲の行為で、その費用の一部を負担 し、

まつたく儲けはありません。費用負担分の本がたくさん手元に届きますので、手渡 し

できる近くの方は直接私の方まで申し込んでいただければうれ しいです。石川県内の

書店の他に、大都市の主要書店には出ると思いますが、なくてもどこの書店に注文 し

ても取 り寄せてくれるはずですので、申し込んでいただければ幸いです。
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平成10年 (1998年 )5月 19日  (火曜日)

金
大
は
十
八
日
ま
で
に
、
来
年
の
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
敷
地
内
に
総
延
長
六
ま
の
散
策
路
を
張
り
巡
ら
せ
、
大
学
全
体
を
自
然
体
験
エ
リ
ア

と
し
て
整
備
す
る
計
画
概
要
を
ま
と
め
た
。
全
国
的
に
大
学
の
郊
外
移
転
が
進
む
甲
、
自
然
に
調
和
し
た
二
十

一
世
紀
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る

空
間
を
創
出
す
る
試
み
で
、
散
策
路
に
は
湿
地
帯
や
あ
ず
ま
屋
な
ど
の
観
察
拠
点
を
配
し
て
地
域
住
民
が
自
然
に
親
し
み
、
環
境
保
護
を
考
え

りヽ
れ
る
よ
う
な

場
に
す
る
。50周年事業

12年春完成

計
画
て
は
第
二
題
移
転
層
地

■
吾
一め
た
敷
庭
内
に
牧
策
蜂
の

幹
繰
部
分
四
ど
、
ズ
線
第
分
二

ダ
一
垂

情
し
、

昆
ュ
や
埴
物
な

ど
の
自
然
耐
察
が
で
き
る

一
競

察
湿
地

一
、

あ
ず
ま
屋
や
ベ
ン

チ
な
ど
を
配
置
し
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ゾ
ー
ン
に
は
晨
示
室
や
実

観
察
湿
地
、
あ
ず
ま
屋
設
け

地域に国放自然体験型キャンパス

会

室

の
あ
る
管

理
棟
を
設
け

， つ
。総

革
実
費
約

一
億
七
千
万
円

を
投
じ
、
来
年
五
月
に
着
工
、

平
成
十
二
年
春
の
完
成
一
目

指

す
。金

大
は
広
大
な
自
然
震
境
を

最
大
限
に
生
か
し
、
大
学
施
設

と
自
然
が
溶
け
合
う
キ
ャ
ン
パ

ス
作
り
を
罰
一立
五
十
日
年
記
念

一の
メ

ー

ン
事
業
に
位
■

つ
け
■

た
，
角
間
移
転
後
、
地
域
と
Ｉ

立
し
が
ち
な
立
地
環
境
に
あ
る

だ
け
に
、
自
然
と
現
し
む
仕
掛

け
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
地
域

住
民
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
呼
び
込

む
狙
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

金
大
庶
務
課
で
は

「
一
般
市

民
が
気
軽
に
足
を
運
べ
る
よ
う

地
域
と
の
交
流
を
念
頭
に
置
い

た
整
備
を
進
め
た
い
」
と
し
て

い
る
。国

際

シ

ン

ポ

や

立
花
隆
氏
講
演
も

金
大
は
来
年
五
月
二
十
九
日

か
ら
六
月

一
日
ま
で
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
を
展

開
す
る
。

地
球
の
水
資
源
を
テ
ー
マ
に

し

た

一
地
球

―
水

―
人
間

」
と
題

し
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
米
国
、
ロ
シ
ア
、

カ
ナ
ダ
、

中
国

四
カ
国

の
専
門

家
を
迎

えヽ
、
地
球
規
模
の
視
点
で
環
境

問
題
を
考

多ヽ

う
。

ま
た
、
北
陸
の
水
辺
を
テ
ー

マ
に
し

た
市
民

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、
二
、
三
十
代
の
若
手
研
究

者
が
金
大
の
現
状
と
簡
一題
点
を

討
論
す
る

一
若
手
研
究
者
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
、
評
論
家
の
立
花

隆
氏
を
紹
い
た
特
別
講
演
も
あ

る
。五

・Ｔ
周
年
記
や
蔑

一李

な

旧

制
四
百
関
係
の
資
料
な
ど
が
公

開
さ
れ
る
。

地
域
へ
の
開
放
を
目
指
す
自
然
体
験
型
キ

ャ
ン
パ
ス
の
構
想
が
動
き
出

す
金
大
　
＝
金
沢
市
角
間
町
、
北
國
新
聞
社

ヘ
リ

一
あ
す
な
ろ

一
か
ら

｀
お―



一

平成 10年 (1998年)3月 8日  (日曜日) 」 L 国 楽斤

四
年
間
の
軍
務
を
終
え
て
復
員
し
北

國
新
聞
社
の
記
者
と
し
て
就
職
、
最
初

の
部
署
が
金
沢
に
進
駐
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ

Ｑ
第
八
軍
傘
下
の
石
川
軍
政
隊
詰
め
の

仕
事
だ
っ
た
。
空
き
顔
を
か
か
え
て
二

の
凡
の

ＩＥ
輛
ヨ
司
今
部
、
本
多
訂
の
嘔

海
軍
館
、

西
訂
Ｃ
Ｉ
Ｃ

（
Ｃ

ｏ
ｕ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
　
Ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ

ｌ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
）
に
日
参
、
軍
が
発
表

す
る
県
市
当
局
む
け
の
示
達
文
書
を
記

事
に
翻
訳
し
て
本
社
に
届
け
る
業
務
に

専
心
し
た
。
別
に
激
し
い
取
材
競
争
が

あ
る
訳
で
は
な
く
、
耳
新
し
い
覚
え
薔

き
と
称
す
る
政
閲
済
み
の
記
事
を
薔
く

だ
お
り
こ
と
で
、
ず
ぃ
ぶ
ん
先
在
記
者

に

羨

ま
れ
た
も
の
だ

っ
た
。

隊
長
以
下
の
将
校
は
威
張
ら
ず
、
気

さ
く
な
人
た
ち
ば
か
り
で
、
顔
な
じ
み

昨
」
』
馨
震
］
『
工
¨
諏
は
¨
喝
デ
畔

る
役
得
を
あ
り
が
た
く
思

っ
た

も
の
だ

っ
た
。

駐
屯
母
兵
三
百
人
が
利
用
す
る
石
坂

の
米
軍
専
用
慰
安
所
の
続
計
を
云

報
係

の
ス
ミ
ス
由
尉
か
ら
入
手
し
翼
事
に
し

よ
う
と
し
た
時
、
隊
長
の
中
佐
か
ら
大

〓
≡
一
一
員

う

）

〓
〓
局
が
発
表
す
る
以

外
の
も
の
を
報
道
す
る
の
は
ま
か
り
な

ら
ぬ

一
と
］
尉
と

も
ど
も
し
か
ら
れ
、

一
片
の
角
砂
精
一
景

ケヽ
ッ
ト
に
ね
じ
こ

ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

戦
災
を
受

け
な
か

っ
た
石
川
県
は
こ

大
戸

宏

政
移
管
が
最
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
土

地
と
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
評
価
は
高
か
っ

た
。
供
米
、
ヤ
ミ
撲
滅
、
隠
退
蔵
物
資

摘
発
、
農
地
解
放
な
ど
の
初
期
の
占
領

政
策
は
数
力
月
で
終
わ
り
、
沼
和
二
十

一
年
夏
ご
ろ
か
ら
第
二
段
階
の
民
主
化

政
策
に
移
る
。
軍
政
隊
に
い
た
将
校
の

大
半
が
本
国

へ
引
き
上
げ
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ

（Ｃ

‐
ｖ

‐
ｌ
　
Ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ

１
０
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ

ｌ

ｏ
ｎ
）
の
民
政
官
に
と

っ
て
代
わ
る
。

イ
ズ
ボ
ン
、

マ
ー
チ
ン
氏
や
ギ
‐
ボ
ー

ド
一
佐
と
い
っ
た
文
人
肌
が
大
勢
を
し

め
る
障
容
に
な
り
、
こ
れ
が
県
政
の
将

来
を
左
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

か
つ
て
の
雲
都
を
学
部
に
転
奥
し
よ

・つ
こ
の
方
針
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
示
さ
れ
る

の
が
、
二

十
二
年
の
九
月
ァ
イ
ヶ
ル
バ

ー
ガ
ー
第
八
軍
司
令
官
の
金
沢
視
察
て

本
決
ま
り
と
な
る
。
隊
長
の
ギ
ー
ボ
ー

ド
中
佐
ら
分
キ
ャ
ン
パ
ス
候
補
地
と
し

た
金
沢
城
■
を
く
ま
な
く
案
内
し
、
三

す
聞
長
屋
や
石
川
門
、
旧

七
連
隊
兵
含

を
み
て
電
る
ア
イ
ケ
ル
バ
‐
ガ
ー
一
将

は

大
満
悦
だ

っ
た
。

一
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
史
跡
で
あ
る
。

軍
か
ら
移
菅
後
も
、教
育
文
化
施
設

こ

し
て
県
市
が
守
り
立

て
て
い
く
よ
う
指

導
す
べ
き
で
あ
る
。
大
学
設
置
に
は
も

っ
て
こ
い
の
土
地
ル
煙

物
が
あ
る
」

当
時
は
県
知
葛
や
市
長
の
権
限
を
上

回
る
行
政
力
を
尋
一つ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
葛
官
の

金
沢
城
上
を
核
一と
す
る
こ
と
の
都
市
計

画
構
想
は
、
ま
さ
に
金
鉄
の
ヨ
み
が
あ

高官 ら「金沢城址」に執着

一
っ
た
。
以
来
、
石
川
軍
政
隊
の
構
力
釣

一
な
働
き
か
け
に
■
車
が
か
か
っ
た
．

一　

一
方
〓‘真

民
の
哭
心

も
大
き
く
、

真

宗
大
学
案
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が

百
出
し
た
一
何
と
〓
識
者
の
豊
か
な

二

地
柄
だ
。

折
リ
ロ
正
し
い
英
文
の
費
書

が
、
多
く
の
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
。由
甥
や
軍
批
判
も
あ
る
が
、獄
責
、

提
言
も
少
な
く
な
い
。さ
す
が
に
学
都
、

文
化
の
都
市
だ
け
あ
る

」。当
時
の
将
夜

の
言
葉
が
、
そ
れ
牟
重
一付
け
て
い
る
。

い
つ
の
ま
に
か
、
投
番
を
整
理
し
リ

ス
ト
を
作
る
の
が
記
者
の
仕
事
に
な

っ

た
。
そ
の
う
ち
隊
に
は
多
く
の
文
人
、

学
識
者
が
招
か
れ
、
民
政
官
ら
と
懇
談

す
る
機
会
が
生

ま
れ
る
，

六
沢
衝
、
伊

藤
雲
甦
デ
川
口
久
雄
、

大

三
井
源
、

大

河

蓼

々

政
彗

黎

ち

と

二

人
、
ほ

と
ん
ど
が
郷
二
又
化
遺
産
の
維
持
発
掘

ル
教

育
改
革
´
に
建
設
的
一
ｔ
意
見
生

ムヘ

る
。

こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
入
れ
、
雲

政
隊
の
文
化
都
市
建
設
五
カ
年
針
画
の

青
写
真
が
で
き
あ
が
る

．
こ
の
ほ
″
）奎

大
で
見
つ
か

っ
た
ギ
ー
ボ
ー
ド
中
佐
か

つヽ
知
事
に
あ
て
た
覚
え
書
き
は
、
そ
の

一
端
が
垣
間
見
え
る
も
の
で
、

「
石
川
門
と
二
十
間
長
屋
を
歴

史
地
域
と
し
て
独
立
の
機
関
が

保
有
に
あ
た
る
こ
と
」
と
い
っ

た
文
面
に
は
、
金
沢
城
上
に
対

す
る
石
川
軍
政
隊
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

高
官
ら
の
執
者
が
に
じ
む
，

金
沢
城
上
を
一一
心
に

〓
青
木

に
次
ぐ
総
合
大
学
建
設

´
一〓
物

館
、
図
書
館
、

公
会
堂
新
設
の

覚
え
薔
き
が
完
成
し
た
の
は
、

昭
和
二
十
二
年
の
秋
ご
ろ
、

ギ

ー
ボ
ー
ド
中
庄
が
県
庁
に
出
向

い
て
、
柴
野
知
事
、

井
村
金
沢
市
長
に

協
力
を
求
め
、
三
県
要
路
を
集
め
た
大

学
設
置
期
成
同
盟
会
の
発
足
と
な
る
、．

こ
の
時
点
で
真
宗

大
学
案
は
消
え
、
真

宗
ゆ
か
り
の
尾
山
御
坊
に
記
念
碑
建
立

の
構
想
が
加
え
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
七
月
の
金
沢
大
学
開

学
。

一
般
教
養
部
の
授
業
が
旧
七
運
隊

兵
舎
で
は
じ
め
ら
れ
る
と
い
う
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
運
び
の
裏
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
存
在
が

あ

っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
く
な

っ

た
。

（お
お
と

。
ひ
ろ
し
＝
随
〓
家

・

金
沢
市
）

つ
か
っ
た

「金
沢
城
址
に

一 |イ
~
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石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
十
日
ま
で
に
、
金
沢
城
地
の
ニ
ノ
丸
と
本
丸
を
結
ぶ
極
楽
橋
周
辺
の
発
掘
調
査
で
、
江
戸
時
代
中
期
か

ら
末
期
ま
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
石
段
を
確
認
し
た
。
石
段
は
幅
二
十
房
に
も
及
ぶ
城
内
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
、
数
回
に
わ
た
り
改
修
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
一げ
は

、
寛
永
の
大
火

（
一
六
三

一
年
）
後
に
藩
主
の
殿
舎
が
ニ
ノ
丸
に
移

っ
て
以
降
も
、
本
丸

が
域
内
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
み
て
、

引
き
続
き
、
詳
し
く
調
査
し
て
い
く
。

中冨20rπ 」きガミ奪支■■L¬ご讀読ラk名及

から本丸に続く石段 =金 沢 城 辻

県埋文センター

数
回
に
わ
た
り
改
修
か

極
楽
橋
の
本
丸
側
で
確
認
さ

一
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

り
、

れ
た
石
段
は
、
明
治
期
に
造
ら

一
江
戸
中
期
か

つ
末
期
に
か
け
て

れ
た
階
段
か
名ヽ

予

猛

曇

一２

な
家

火

２
動
に

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
福
は
二
十

一使
用
さ
れ
た
と
み
て
い
る
。

本

冬

羮

一章憂
震

襲

錮
灯
弊一烈
難

一̈̈い一一｛一｝一一̈一一一一̈一｝一一̈一̈̈一

Ｚ

晟

多

稼

眈

笏

多

徘

饂

鋏

ざ

顆

多

咸

多

多

颯

⑫

鞣

多

礼

な

り

能

夕

鯰

顆

蓼

腋

靡

彬

瞑

彬

鯰

彬

彬

瘍

江戸中期から末期まで使われたとみられるニ ノ丸
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体
裁
悪
い
が
必
要

久
野
能
弘
金
大
文
学
部
教
授
　
一ま
引
書
に
出

て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
大
学
生
で
あ
れ
ば
本

来
、

分
か

っ
て
い
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
高
校
ま
で
の
教
育
が
受
験
を
に
ら
ん

だ
暗

記
中
心
で
、

生
徒
が
社
会
で
必
要
な

一
般
的
常

識
を
教
わ
る
機
会
が
少
な
い
以
上
、

（社
会
営

識
を
教

え
る
）
手
引
書
葬
由

す
こ
と
も
や
む
を

得
な
い
。
大
学
ル
一し
て
は
体
裁
の
悪
い
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
学
生
に
本
当
の
知
識
と
知
恵

を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
必
要
だ
。

金
大
は
八
日
ま
で
に
、
初
の
学
生
生
活
の
手
引
書
を
作
製
し
、

新
入
学
生
全
員
に
配
布
し
た
。
手
引
書
で
は
、
学
生
保
険
や

訪
間
販
売
の
注
意
事
項
の
ほ
か
、
カ
ン
ニ
ン
グ
、
酒
の
強
要
は
厳
要
と
す
る
の
を
は
じ
め
、
万
引
、
車
の
あ
て
逃
げ
、
自
転
車

泥
棒
が
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
萌

示
す
る
な
ど
、
手
取
り
足
取
り
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
記
し
て
い
る
。
旧
制
四
高
の
伝
統
一
辱
一け

継
い
で
半
世
紀
、
学
生
気
質
の
様
変
わ
り
に
頭
を
層
め
る
大
学
側
は

「
細
か
に
説
明
し
な
い
と
社
会
常
識
の
規
則
を
守
れ
な
い

学
生
が
増
え
て
い
る
」
ル
ヱ
由
し
い
内
情
を
打
ち
明
け
、
ル
ー
ル
の
順
守
み
指

導
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

学生生活の

でびき

ま
た
、
金
大

の
学
生
が
か
か

わ

っ
た
ケ
ー
ス

一
　
律
』
は
檸
航
松

九
年
度
に
十
二

件
の
交
通
事
故

が
発
生
し
て
い

る
と
し
、

「
飲

酒
運
伝
は
事
故
の
も
と
」

「
バ

イ
ク
に
運
転
す
る
時
は
必
ず

ヘ

ル
メ

ッ
ト
を
書
用
す
る
こ
と
」

ル
ｓ
琴
え
て
い
る
。

金
大

保
健
管

理
セ

ン
タ

ー

に
よ

る
と
、
新
入
生

の
中

に

は
、

親

元
を
離
れ
て
解
放
感

に
浸
り
、

羽
目
を
外
す
者
も
多

い
と
い

う
。
手
引

の
作
製

に

当
た

っ
た

大
場
義
樹

前
学
生

部
長
は

一
今

の

学
生

は

手
取

り
足
取
り
教

え
な
い
と
分

か

ら
な
い

面
も
あ

る
。
学
生

に

は
、
大
学
時
代
に
常
識
あ
る
社

会
人
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
積
ん
で
は
し
い
」
と
し
て
い

る
。手

引
を
受

け

取

っ
た
入
学

「
も
う
子
供
で
は

一い
の
だ
か
ら
基
本
的
な
こ
と

は
分
か

っ
て
い

る

つ
も
り
」

（教
育
学
部
）
、

「
大
学
生
に

も
な

っ
て
細
か
く

注
意
さ

れ

た
く
な

い
」
と

の
声

が
上

が

一る

一
方
、

「
案
外

知
ら

な
い

こ
と
が
多
く
、
参
考
に
な
る
」

（
工
学
部
）
な
ど
反
応
も
分
か

れ
て
い
る
。

万引は罪、あて逃げは道交法違反

還
異
「子
供
扱
い
や
め
て
」

金
大
の
合
格
発
表
で
番
号
を
探
す
受
験
生
や
保
護
者
。
大
学
側
は
学
生
に
社

会
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る

「
一
人
前
の
人
間
」
と
し
て
期
待
し
て
い
る

＝
３
月
、
金
大
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス

手
引
は

Ａ
５
判

三
十

一
今

で
、

「
心
と
健
康
」

「
ル
ー
ル

を
守
ろ
う
」

「
交
通
事
故
に
遭

っ
た
ら
」

「
犯
罪
の
被
害
者
に

な

ら
な

い
た
め
に
」

星

生

生

活
に
役
立
つ
保
険
」
の
五
項
目

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
ル
ー
ル
を
守
う

２

の
項

目
で
は
、

最
近
学
内
で
目
立
つ

ル
ー
ル
違
反
と
し
て
、

カ
ン
ニ

ン
グ
や

大
学
の
備

品
持
ち
出

‐
　
　

，
一
一
二
「

金
大
が
全
新
入
生
に
配
布
し
た
手
引
書

し
、
駐
車
違
反
、
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
処
分

内
容
を
記
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

「
万
引
は
ど
ん
な
安
い
も
の
で

も
立
派
な
窃
盗
罪
」

「
自
動
車

の
あ
て
逃
げ
は
遭
交
法
違
反
の

事
故
不
申
告

に
相

当
す

る
」

「
自
転
車
の
寸
借
は
軽
く
見
ら

れ
る
が
、
被
害
届
が
出
れ
ば
逮

捕
さ
れ
る

一
と
自
覚
を
促
し
て

い
る
。
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主将挨拶

41期主将の仕事

。主将の挨拶と、部の近況の原稿作成

。OB会 との連絡

・宴会での芸

この程度である。

近年主将という役職は、さほど重要ではない。ただ椅子に座っているだけでワンゲルは

どん どん動いていく。たとえばもしここで僕が半年ほど失踪 したとしてもワングルは変わ

らず動いているのであろうっそのような立場であるワンゲルの主将でありながら、僕が 1

年生の時の主将老田さん、 2年の時の主将山崎 さんの 2人は常にその存在感を示 してお ら

れま した。このような優秀な主将たちの後を継 ぐことになるとは考えてもいない事柄でし

た。ただ現在は、この二人を追い抜 くことのできる主将になれるよう日々精進 している毎

日です。

部の近況

。今年の 1年生は何と16人 もの入部者がお り、 rll年 よりもかなり多くなっていますっ部

全体 としては、 4回生が 9名 、 3回生が 10名 、 2回生が 11名 、 1回生が 16名 の46
名 となっています。今年の新入生 トレーニング山行は、高二郎山でおこなった去年の新 ト

レ、及び秋の小屋作業で、 1回生が相次いで滑落 したことにより安全面を考慮 して医王山

で行いま した。今年の夏合宿は、北アルプス 3パーテ ィー、南アルプス 1パーティーの計

4パーティーが有り、普段は体力作 りを行つています。

*冬合宿偵察 経 ヶ岳 12/13～ 14

L中野 SL上田

*冬合宿 経ヶ岳 12/27～ 29

CL中野 CSL上 田 (3年 7名  2年 6名  1年 6名 )

*医王山雪上訓練 2/22～ 23

L竹内 SL上田 老田 田村 林 得田 野沢 青木 笹田 志賀 矢内 久保寺

*春合宿偵察 大門山

L上田 SLttN・ l‖

*春合宿 大門山

L上田 SL小川 (3年 3名  2年 4名  1年 3名 )

*1・ 2年山行

<佐渡 3′
′
25～ 31>

L市山 SL得田 角谷 越前 中内

<天 ぐ岳  3/31～ 4/1>

L森田 SL竹内 佐藤 田村 笹田 矢内

<屋久島・宮之浦岳 3/H～ 14>

L谷本 SL長谷川 河村 青木 岩崎
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98年度

*新 トレ偵察 医王山  4′ /29

L長谷川 SL田村  (3年 2名  2年 4名 )

*新 トレ 医王山  5/23～ 24

CL長谷川 CSL市 山  (4年 4名  3年 6名  2年 10名  1年 14名 )

夏合宿

*峠パーティー 8泊 9日  8月上旬

L田村 SL河村 志賀 坂本 越前 小倉 加藤  田中

立山一剣一五色 ヶ原―針 ノ木峠一鹿島槍

。第 1回 トレーニング山行 人形山 6,20～ 21

L河村 SL田村

・第 2回 トレーニング山行 白山 7′/4～5

L志賀 SL田村

*北ア 上高地パーティー 7泊 8日  8月上旬

L森田 SL竹内 笹田 伊藤 中内 神谷 清水 谷上 阿

上高地―蝶ヶ岳一大天丼岳―槍 ヶ岳―双六岳―笠 ヶ岳

・第 1回 トレーニング山行 人形山 6/20～ 21

L竹内 SL山 崎

。第 2回 トレーニング山行 白山 7/4～5       ‐

L笹田 SL森 田

*北ア ③ ミーティー 7泊 8日  8月上旬

Ltt SL佐藤 谷本 石メ|1 角谷 青木 村松 藤井 奥野

燕一槍―鷲羽岳―水晶岳一黒部五郎岳―薬師岳

。第 1回 トレーニング山行 白山 6/27～ 28

L未定

。第 2回訃レーニング山行 白山

L未定

*南アルプスパーティー 8泊 9日  8月上旬

L市山 SL得田 長谷川 矢内 久保寺 大西 西脇 伊澤

塩見岳―農鳥岳―間ノ岳一北岳―仙丈―甲斐駒 ヶ岳

・第 1回 トレーニング山行 赤兎山 6,27～ 28

L市山 SL得田

・第 2回 トレーニング山行 白山

L矢内

t\ f ? 7

矢田部

芝
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